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意
識

人
間
に
は
、
自
然
治
癒
力
が
、
あ
る
。

な
に
も
せ
ず
、
そ
れ
が
働
く
こ
と
は
、
な
い
。

体
内
に
、
注
意
す
る
。
快
か
、
不
快
か
。
体
内
が
、
調
和
し
て
ゐ
る
か
、
ゐ
な
い
か
。
生

命
の
理
、
生
理
に
し
た
が
ふ
、
悦
び
。

Γ

こ
の
悦
び
を
、
意
識
し
て
、
四
六
時
中
、
瞬
間
瞬
間
に
て
、
求
め
つ
づ
け
る
。
か
ら
だ
と

こ
こ
ろ
の
健
康
、
こ
こ
ろ
と
社
会
の
平
和
、
健
康
平
和
な
生
活
の
道
を
、
求
め
つ
づ
け
る
。

生
理
に
し
た
が
ふ
、
悦
び
の
道
を
、
四
六
時
中
、
瞬
間
瞬
間
に
て
、
求
め
つ
づ
け
る
、
意

識
。
求
道
の
、
意
識
。
こ
れ
こ
そ
が
、
自
然
治
癒
力
を
、
全
開
し
て
ゆ
く
。

͙

ͩ

͏

求
道
の
、
意
識
に
よ
り
、
冥
想
し
つ
つ
、
生
活
す
る
。

こ
の
数
千
年
間
の
地
球
は
、
こ
の
冥
想
生
活
が
、
無
い
、
迷
ひ
の
時
代
で
あ
つ
た
、
の
で

あ
る
。

基
本
、
こ
の
数
千
年
間
を
否
定
し
、
野
性
の
冥
想
に
、
帰
れ
。

中
途
半
端
な
、
規
範
、
学
問
、
祈
り
、
慣
習
こ
そ
が
、
生
理
を
混
乱
さ
せ
、
自
然
治
癒
力

を
、
閉
し
て
き
た
。

ͱ
͟

基
本
、
こ
の
数
千
年
間
を
、
否
定
す
る
。

こ
の
数
千
年
間
の
地
球
は
、
特
異
な
時
代
に
、
す
ぎ
な
か
つ
た
。
諸
民
族
が
、
闘
争
し
あ

ひ
、
富
民
と
貧
民
が
、
闘
争
し
あ
ふ
、
特
異
な
時
代
。
体
内
に
注
意
し
、
生
理
に
し
た
が
ふ

悦
び
こ
そ
が
、
失
念
さ
れ
た
。
迷
ひ
の
時
代
で
あ
つ
た
。

し
か
し
、
こ
の
数
千
年
間
に
、
長
所
も
あ
る
。
建
築
と
、
運
輸
と
、
金
融
と
、
通
信
が
、

発
達
し
た
。
人
間
社
会
が
、
統
一
さ
れ
か
け
て
ゐ
る
。

⽎

⽎

⽎

今
、
不
足
し
て
ゐ
る
の
は
、
悦
び
へ
の
、
提
案
。
こ
の
数
千
年
間
の
、
過
渡
期
を
、
活
す

⽎

⽎

⽎

提
案
。
数
千
年
前
の
、
あ
ち
こ
ち
の
、
部
族
内
で
な
く
、
全
地
球
に
て
、
冥
想
生
活
を
し
あ

ふ
、
悦
び
の
連
帯
へ
の
、
提
案
。

今
の
、
通
信
大
企
業
た
ち
も
、
ま
だ
、
過
渡
期
の
う
ち
に
あ
り
、
そ
の
、
最
終
な
の
で
す
。

⽎

⽎

次
の
社
会
へ
の
、
意
識
転
換
が
、
要
る
。
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

(

機
械
手
順)

は
、
問
題
を
解
決

で
き
ぬ
。
問
題
を
解
決
す
る
の
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
、
冥
想
生
活
。
生
理
に
し
た
が
ふ
、

悦
び
へ
の
連
帯
。
そ
の
た
め
の
、
ま
う
ひ
と
つ
の
通
信
で
す
。
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導
き
の
糸

生
活
に
は
、
六
面
が
、
あ
る
。

姿
勢
動
作
。
呼
吸
。
食
事
と
排
泄
。
人
間
関
係
、
と
く
に
異
性
関
係
。
精
神
。
生
活
環
境
。

生
活
に
は
、
苦
し
み
悩
み
が
、
あ
る
。
生
理
に
し
た
が
ふ
、
悦
び
の
道
と
し
て
は
、
苦
し

み
悩
み
こ
そ
が
、
導
き
の
糸
。
快
か
、
不
快
か
。
体
内
が
、
調
和
し
て
ゐ
る
か
、
ゐ
な
い
か
。

快
を
、
求
め
る
。
体
内
の
調
和
を
、
求
め
る
。
無
を
、
求
め
る
。
不
快
が
無
い
を
、
求
め
る
。

Ή

体
内
の
不
調
和
が
無
い
を
、
求
め
る
。

姿
勢
動
作
は
、
こ
れ
で
よ
い
か
？

呼
吸
は
、
こ
れ
で
よ
い
か
？

食
事
と
排
泄
は
、
こ

れ
で
よ
い
か
？

人
間
関
係
、
と
く
に
異
性
関
係
は
、
こ
れ
で
よ
い
か
？

精
神
は
、
こ
れ

で
よ
い
か
？

生
活
環
境
は
、
こ
れ
で
よ
い
か
？

基
本
、
自
身
の
、
四
六
時
中
、
瞬
間
瞬
間
の
、
冥
想
に
て
、
生
活
修
正
の
道
を
、
発
見
し

つ
づ
け
る
。
こ
の
数
千
年
間
の
、
迷
ひ
の
時
代
の
、
中
途
半
端
な
、
規
範
、
学
問
、
祈
り
、

慣
習
に
、
と
ら
は
れ
る
な
、
は
か
ら
ふ
な
。
解
脱
せ
よ
。

͛

ͩ

ͭ

自
身
の
、
受
精
な
い
し
生
誕
か
ら
、
死
ま
で
、
自
身
の
体
内
も
、
社
会
環
境
も
、
自
然
環

境
も
、
変
化
し
つ
づ
け
る
。
変
化
に
対
応
し
、
生
理
に
し
た
が
ふ
、
悦
び
の
道
と
し
て
、
生

活
を
、
不
断
に
、
修
正
し
つ
づ
け
る
。
不
断
修
正
人
生
こ
そ
が
、
自
然
治
癒
力
を
、
全
開
し

て
ゆ
く
。

個
性
別
の
、
苦
し
み
悩
み
こ
そ
を
、
導
き
の
糸
と
し
て
、
必
ず
感
謝
し
、
生
活
修
正
の
道

を
、
発
見
し
つ
つ
、
個
性
別
に
、
楽
し
み
悟
り
に
、
接
近
す
る
。
こ
れ
の
く
り
か
へ
し
が
、

人
生
で
あ
る
。

ひ
と
り
ひ
と
り
の
冥
想
生
活
、
不
断
修
正
人
生
を
、
伝
へ
あ
ふ
。
健
康
平
和
な
生
活
の
道

と
は
、
ど
う
い
ふ
も
の
か
？

悦
び
へ
の
伝
言
を
、
寄
せ
あ
ひ
、
今
か
ら
こ
そ
、
ま
と
も
な
、

規
範
、
学
問
、
祈
り
、
芸
術
、
養
生
を
、
創
出
し
て
ゆ
き
あ
ふ
。
生
理
に
し
た
が
ふ
、
悦
び

の
道
と
し
て
の
、
統
一
人
間
社
会
は
、
今
こ
そ
が
、
や
う
や
く
、
出

立
点
な
の
で
す
。
基

͠
ỵ
ỳ
ͨ
ͭ

本
、
こ
の
数
千
年
間
を
、
否
定
せ
よ
。

生
理
に
し
た
が
ふ
、
悦
び
の
道
に
は
、
確
認
の
要
点
が
、
あ
る
。
呼
吸
は
、
楽
か
？

脈

は
、
と
と
の
つ
て
ゐ
る
か
？

氣
分
は
、
よ
い
か
？

安
眠
も
、
工
夫
し
ま
す
。

体
内
に
、
注
意
し
、
生
理
に
し
た
が
ふ
、
悦
び
の
道
を
、〈
生
理
化
〉
と
、
呼
び
ま
せ
う
。

労
働
と
休
養

通
信
の
発
達
に
よ
り
、
社
会
が
個
人
に
、
解
体
さ
れ
る
傾
向
に
、
あ
る
。
求
道
意
識
の
、

冥
想
生
活
、
こ
れ
に
よ
る
、
自
己
管
理
が
、
ま
す
ま
す
、
重
要
と
な
る
。

そ
の
上
に
て
、
生
産
を
、
再
編
し
て
ゆ
く
。

生
活
は
、
労
働
と
休
養
の
、
く
り
か
へ
し
で
す
。

社
会
は
、
労
働
力
と
、
商
品
と
、
貨
幣
を
、
仲
立
ち
と
し
、
お
た
が
ひ
の
生
活
こ
そ
を
、
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生
産
し
あ
つ
て
ゐ
る
。
生
活
の
生
産
、
と
い
ふ
本
質
に
、
帰
れ
。
そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
、
お

た
が
ひ
の
、
健
康
平
和
な
生
活
の
道
、
こ
れ
を
こ
そ
、
生
産
し
あ
は
う
！

生
産
の
再
編
、
社
会
の
再
編
、
で
す
。
こ
の
数
千
年
間
の
、
迷
ひ
か
ら
、
解
脱
せ
よ
。

生
活
の
、
休
養
面
と
、
労
働
面
か
ら
、
家
庭
、
同
好
会
、
職
場
を
、
あ
ら
た
め
て
、
求
道

意
識
の
、
協
会
、
と
い
た
し
ま
せ
う
。

家
庭
を
、
恋
愛
と
出
産
と
保
育
と
教
育
と
い
ふ
、
特
殊
な
労
働
、
そ
れ
と
、
生
活
の
休
養

面
、
こ
れ
ら
の
た
め
の
、
協
会
と
す
る
。
求
道
意
識
に
て
。

同
好
会
と
い
ふ
、
休
養
協
会
を
、
考
へ
る
。
職
場
は
、
生
産
性
の
た
め
、
分
業
労
働
、
分

業
認
識
が
、
避
け
ら
れ
な
い
。
生
体
と
認
識
に
、
偏
り
が
生
じ
、
生
理
を
混
乱
さ
せ
る
。
職

場
の
分
業
労
働
、
こ
れ
を
修
正
す
る
、
保
健
的
な
労
働
、
ま
た
、
職
場
の
分
業
認
識
、
こ
れ

を
修
正
す
る
、
保
健
的
な
認
識
、
こ
れ
ら
の
た
め
の
、
休
養
協
会
を
、
同
好
会
と
し
て
、
考

へ
る
。
求
道
意
識
に
て
。

職
場
を
、
生
活
の
労
働
面
の
た
め
の
、
協
会
と
す
る
。
地
球
人
お
た
が
ひ
の
、
健
康
平
和

な
生
活
の
道
、
こ
れ
を
こ
そ
、
目
的
と
す
る
、
生
産
調
和
体
。
そ
れ
へ
向
け
、
自
由
に
創
造

し
て
ゆ
く
。
求
道
意
識
に
て
。

家
庭
、
同
好
会
、
職
場
の
、
毎
日
。
地
球
の
諸
域
の
、
毎
日
。
健
康
平
和
な
生
活
の
道
を
、

求
め
あ
ひ
、
健
康
平
和
な
需
要
、
そ
し
て
、
健
康
平
和
な
商
ひ
を
、
発
見
し
つ
づ
け
る
。
生

産
は
、
そ
れ
が
、
身
近
で
も
、
商
品
な
ど
は
さ
む
、
地
球
連
鎖
で
も
、
健
康
平
和
な
、
生
活

協
力
、
こ
れ
を
こ
そ
、
め
ざ
す
。
求
道
意
識
に
て
。

希
少
者
の
、
資
産
増
殖
と
い
ふ
目
的
、
そ
れ
に
合
せ
、
成
立
し
て
ゐ
る
、
地
球
の
供
給
体

制
の
、
今
。
大
逆
転
し
よ
う
。
健
康
平
和
な
、
生
活
協
力
、
そ
れ
に
合
せ
、
有
効
な
供
給
を
、

開
発
、
拡
大
さ
せ
、
無
効
な
供
給
を
、
縮
小
さ
せ
る
。
や
が
て
は
、
全
員
の
、
資
産
循
環
と

い
ふ
目
的
へ
、
再
編
し
て
ゆ
き
あ
ふ
。
健
康
平
和
な
生
活
の
道
へ
、
地
球
の
供
給
体
制
の
、

本
格
再
編
。
そ
の
過
程
に
て
こ
そ
、
地
球
環
境
を
整
備
し
、
野
性
の
復
興
を
す
る
。
I
C
T

(

情
報
通
信
技
術)

も
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
、
冥
想
生
活
、
こ
れ
を
こ
そ
支
援
す
る
、
便
利

な
道
具
と
し
て
、
ま
う
ひ
と
つ
の
通
信
へ
、
本
格
再
編
す
る
。

健
康
平
和
な
、
生
活
協
力
を
、
眞
剣
み
も
込
め
、
〈
聖
愛
〉
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
せ
う
。

有
効
還
元

労
働
力
は
、
労
働
力
自
身
を
維
持
す
る
以
上
の
、
労
働
量
を
支
出
で
き
る
。
剰
余
の
労
働

量
を
、
集
積
さ
せ
て
い
た
だ
く
工
夫
が
、
経
営
競
争
の
本
質
で
し
た
。
そ
の
傾
向
を
、
諸
国

家
と
く
に
諸
軍
事
・
諸
警
察
が
、
統
制
す
る
こ
と
に
も
、
限
界
が
あ
る
。

健
康
平
和
な
生
活
の
道
へ
の
、
連
帯
、
そ
れ
を
成
し
た
地
球
民
衆
か
ら
、
剰
余
の
労
働
量

集
積
の
、
有
効
還
元
を
、
要
請
し
ま
せ
う
。

資
産
格
差
の
拡
大
、
そ
れ
は
、
〈
信
用
寄
付
〉
に
よ
つ
て
の
み
、
解
決
す
る
。
た
だ
の
寄
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付
で
は
、
不
可
。
〈
信
用
寄
付
〉
と
は
、
次
の
み
に
、
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
、
保
証
さ
れ
て

ゐ
る
、
寄
付
。
健
康
長
寿
を
生
産
し
あ
ふ
、
流
通
。
野
性
の
復
興
。
諸
民
族
の
調
和
。
こ
れ

ら
で
す
。

認
識

世
界
の
現
実
を
反
映
し
て
ゐ
る
認
識
、
そ
れ
が
、
現
実
の
認
識
で
す
。
世
界
の
現
実
を
反

映
し
て
ゐ
な
い
認
識
、
そ
れ
が
、
架
空
の
認
識
で
す
。
た
だ
し
、
人
間
の
健
康
平
和
に
と
り
、

そ
れ
が
架
空
の
認
識
で
あ
る
と
、
自
覚
し
た
、
架
空
の
認
識
は
、
有
益
で
あ
る
こ
と
も
、
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
睡
眠
中
の
夢
や
、
覚
醒
中
の
芸
術
内
容
な
ど
に
て
、
あ
り
ま
す
。

基
本
、
健
康
平
和
な
、
現
実
の
認
識
を
、
追
究
し
あ
ひ
ま
せ
う
。
生
理
に
し
た
が
ふ
、
悦

び
の
道
と
、
世
界
の
現
実
を
反
映
す
る
認
識
、
こ
れ
ら
に
よ
り
、
社
会
が
ま
と
も
に
、
統
一

さ
れ
る
。
人
間
は
、
健
康
平
和
な
、
現
実
の
認
識
、
こ
れ
の
前
に
、
平
等
な
の
で
あ
る
。

基
本
、
こ
の
数
千
年
間
を
、
否
定
す
る
。
諸
民
族
が
、
闘
争
し
あ
ひ
、
富
民
と
貧
民
が
、

闘
争
し
あ
つ
て
き
た
。
指
導
者
や
運
営
者
と
、
民
衆
が
、
と
り
つ
く
ろ
ひ
あ
つ
て
き
た
。
病

的
戦
争
な
、
架
空
の
認
識
に
て
。

民
衆
の
生
理
の
、
必
然
と
し
て
、
闘
争
か
ら
、
調
和
へ
。
こ
の
数
千
年
間
を
、
否
定
し
、

次
の
社
会
へ
、
入
門
す
る
自
覚
が
、
こ
れ
だ
。
人
間
は
、
健
康
平
和
な
、
現
実
の
認
識
、
こ

れ
の
前
に
、
平
等
な
の
で
あ
る
。

健
康
平
和
な
、
現
実
の
認
識
を
、
眞
剣
み
も
込
め
、〈
眞
智
〉
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
せ
う
。

調
和
へ

人
間
が
、
地
球
の
諸
域
に
、
対
応
な
い
し
適
応
し
つ
つ
、
諸
民
族
に
分
化
し
、
闘
争
し
て

き
た
。
少
し
は
、
調
和
も
し
て
き
た
。
こ
の
伝
統
に
お
け
る
、
認
識
の
理
の
必
然
と
、
生
理

Γ

の
必
然
と
、
物
理
の
必
然
、
こ
れ
ら
を
、
冷
徹
に
、
理
解
し
て
い
く
。
さ
う
い
ふ
、
民
族
地

理
学
の
本
質
論
を
、
発
達
さ
せ
る
。
さ
う
し
つ
つ
、
ま
と
も
な
、
諸
民
族
調
和
へ
の
道
を
、

創
造
し
て
ゆ
く
。
そ
れ
へ
向
け
、
出
発
し
ま
せ
う
。
諸
民
族
性
に
は
、
存
在
理
由
が
あ
つ
た
。

ま
づ
、
そ
れ
を
尊
重
し
あ
ふ
こ
と
か
ら
、
出
発
す
る
。

諸
民
族
調
和
へ
、
日
本
民
族
が
起
点
と
な
る
、
理
由
が
あ
る
。
主
に
、
日
本
列
島
の
、
特

異
な
自
然
環
境
が
、
原
因
だ
が
、
日
本
民
族
の
原
点
に
、
国
家
発
生
以
前
、
一
万
年
以
上
の
、

平
和
な
縄
文
時
代
が
あ
る
。
部
族
国
家
発
生
後
、
こ
の
数
千
年
間
の
地
球
、
す
な
は
ち
、
諸

民
族
闘
争
な
ど
の
、
特
異
な
時
代
を
、
相
対
化
し
う
る
、
平
和
性
の
原
点
が
、
日
本
民
族
に

は
、
あ
る
。
日
本
民
族
の
伝
統
を
、
反
省
し
、
諸
民
族
の
調
和
へ
、
仲
介
の
あ
り
方
も
、
創

造
す
る
。
ま
づ
、
日
本
民
族
の
野
性
の
復
興
、
こ
れ
の
表
明
と
し
て
、
〈
縄
文
る
ね
っ
さ
ん

す
〉
を
、
提
唱
い
た
し
ま
す
。
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公
共

こ
の
数
千
年
間
の
地
球
に
て
、
建
築
、
運
輸
、
金
融
、
通
信
が
、
発
達
し
た
。
今
、
通
信

大
企
業
な
ど
は
、
諸
国
家
を
、
ふ
り
ま
は
す
ほ
ど
と
、
な
つ
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
生
理
に
し

た
が
ふ
悦
び
の
道
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
、
冥
想
生
活
を
支
援
す
る
の
と
は
、
ま
さ
に
逆
。
ひ

と
り
ひ
と
り
の
行
動
を
、
監
視
し
て
制
御
し
、
大
き
な
利
潤
を
獲
得
す
る
。
そ
の
た
め
の
、

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

(
機
械
手
順)

の
開
発
に
、
と
ら
は
れ
て
ゐ
る
。

ま
た
、
米
国
医
療
な
ど
は
、
中
途
半
端
な
、
化
学
研
究
や
、
遺
伝
研
究
な
ど
に
、
と
ら
は

れ
、
実
質
、
自
然
治
癒
力
と
い
ふ
本
質
を
、
失
念
し
て
ゐ
る
。

今
の
通
信
も
医
療
も
、
要
は
、
健
康
平
和
な
生
活
の
道
に
と
り
、
有
効
な
供
給
体
制
で
は
、

あ
り
ま
せ
ぬ
。

諸
国
家
や
、
国
連
な
ど
で
も
な
く
、
次
の
社
会
へ
提
案
す
る
、
ま
う
ひ
と
つ
の
、
公
共
。

こ
れ
を
、
数
千
年
間
の
迷
ひ
の
最
終
に
、
民
衆
か
ら
、
民
間
か
ら
、
育
成
す
る
。

諸
民
族
の
調
和
へ
、
資
産
循
環
の
調
和
へ
、
地
球
公
会
の
創
出
が
、
ど
う
可
能
か
。

す
で
に
述
べ
た
、
独
自
用
語
を
、
結
ぶ
。〈
生
理
化
の
た
め
眞
智
に
て
聖
愛
〉
し
あ
ふ
、〈
縄

文
る
ね
っ
さ
ん
す
〉
を
、
〈
信
用
寄
付
〉
と
と
も
に
、
育
成
し
ま
せ
ん
か
。
そ
の
方
向
の
、

思
索
と
情
念
の
集
り
へ
。
い
よ
い
よ
、
〔
次
の
別
の
地
球
へ
夢
な
か
ま
〕
に
、
な
り
ま
せ
ん

か
。な

ほ
、
そ
れ
で
も
、
地
球
人
は
、
宇
宙
に
て
、
後
進
生
物
に
す
ぎ
ま
せ
ぬ
。

ひ
と
り
ひ
と
り
の
、
求
道
意
識
か
ら
、
覚
醒
し
、
協
同
す
る
。
地
球
公
会
の
、
創
出
意
識

ま
で
に
。

こ
の
数
千
年
間
を
、
否
定
し
、
未
来
に
あ
る
地
球
協
同
へ
。
未
来
へ
の
、
安
心
を
。
次
の

社
会
へ
の
、
大
欲
を
。

病
的
戦
争
な
、
現
代
社
会
を
、
自
然
に
、
治
癒
さ
せ
あ
ひ
ま
せ
う
。

ま
づ
、
こ
の
、
〈
悦
び
へ
の
伝
言
〉
を
、
ど
ん
ど
ん
、
ど
ん
ど
ん
、
ひ
ろ
め
て
い
た
だ
け

ま
せ
ん
か
。
ま
と
も
な
、
求
道
の
実
行
は
、
そ
の
あ
と
、
時
間
を
か
け
て
、
ど
う
ぞ
。
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